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■動作環境 
・本モジュールが使用可能な CPUモジュールは以下の 
とおりです。 
 

CPUモジュール 対応 Rev. 

F3SP28-3N,F3SP38-6N, 
F3SP53-4H,F3SP58-6H 

Rev:05.00 以降 

F3SP22-0S,F3SP28-3S, 
F3SP38-6S,F3SP53-4S, 
F3SP58-6S,F3SP59-7S, 
F3SP66-4S,F3SP67-6S 
F3SP71-4□,F3SP76-7□ 

Rev:00.00 以降 

 

 

・FA-M3プログラム開発ツールWideField2でFL-net通信
を行う場合，以下のRev以降が必要です。なお，
WideField3は，Revの制限はございません。 

 
モジュール 対応 Rev. 

SF620-JCW Rev:03.01 以降 

SF620-MCW 制限なし 

 
・ToolBox（SF66□）で FL-net通信を行う場合，以下の

Rev以降が必要です。 

 
モジュール 対応 Rev. 

SF66□ 
対応 Rev についての 
詳細は，GS34M06N01-01 を 
参照してください。 

 

■ 形名および仕様コード 
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基本仕様 

コード 

スタイル 
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F3LX02 ­2N ……… ……… 

10/100Mbps 

10BASE-T/100BASE­TX 

FL­net(OPCN-2) Ver.2.00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 外形寸法 

LX02-2N FL-net

RDY
LNK
COM
ERR

10BASE-T/

100BASE-TX

単位：mm
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0
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・本モジュールのサポートする FL-net(OPCN-2)の 
サービスは以下のとおりです。 
 

機   能 
サポート 

書込／

送信 

読込／

受信 

デ
ー
タ
通
信 

サイク
リック
伝 送 

領域 1*1 ○ ○ 

領域 2*2 ○ ○ 

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
送 

バイトブロックリード ○*3 × 

バイトブロックライト ○*3 × 

ワードブロックリード ○*3 ○*4 

ワードブロックライト ○*3 ○*4 

ネットワークパラメータリード ○*3 ○*4 

ネットワークパラメータライト ○*3*5 ○*4 

停止指令 ○*3 ○*4 

運転指令 ○*3 ○*4 

プロファイルリード ○*3 ○*4 

透過形メッセージ ○*3 ○*4 

ログデータリード ○*3 ○*4 

ログデータクリア ○*3 ○*4 

メッセージ折返し ○*3 ○*4 

ベンダ固有メッセージ ○*3 ○*4 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理 

ネットワーク用パラメータの設定 ○ 

自ノード管理情報パラメータ読出し ○ 

参加ノード管理情報パラメータ読出し ○ 

ネットワーク管理情報パラメータ読出し ○ 

ノード状態の読出し ○ 

○：サポート 

×：未サポート 

*1  シーケンス CPUのリンクリレー(L)に 割付け(8192点) 

*2  シーケンス CPUのリンクレジスタ(W)に割付け(8192点) 

*3   透過形メッセージを利用 

*4   要求メッセージ受信と応答メッセージ送信 

 （モジュールが自動的に処理） 

*5   FA-M3プログラム開発ツール WideField2および WideField3を使

用して送信可能 
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■ 実装制限事項 
実装制限の要因 対象*2 実装制限の内容 

FL-net (OPCN-2) インタフェース 
モジュールとの混在 

FL-net(OPCN-2)インタフェースモジュール F3LX□□ 混在で最大 6 
(サブユニット実装不可)

FA リンクモジュールとの混在 FA リンクモジュール F3LP01 
FA リンク H モジュール F3LP02 
光 FA リンク H モジュール F3LP12

混在で最大 8*1 

他モジュールとの混在 パソコンリンクモジュール F3LC□□, 
Ethernet インタフェースモジュール F3LE□等

混在で最大 6 
 

1：本モジュールと対象モジュールとの合計枚数です。本モジュールは最大 6 枚までしか実装できません。 
2：対象モジュールについて，詳しくは「ハードウェア取扱説明書」 (IM 34M06C11-01) をごらんください。 

  

シーケンス CPU モジュールあたり以下の枚数が実装できます。 

マルチ CPU 構成とすることで最大 6 枚実装可能です。 

 

 

■ 接続構成例 
●10BASE-T システム    ●100BASE-TX システム  
リピータ HUB 使用時の最大構成例   リピータ HUB 使用時の最大構成例 
カスケード最大接続段数：4            カスケード最大接続段数：2  
ノード間最大距離：500m                                             ノード間最大距離：205m 

       (ハブとハブ間が 5m に制限されます) 

                       
 
 
●10BASE-T/100BASE-TX システム 
スイッチング HUB 時の構成例 
カスケード最大接続段数：使用するスイッチング HUB の仕様による 
ノード間最大距離：100m × (カスケード接続段数 + 1 )     

 

対象 実装制限の内容
F3SP22-0S,F3SP28-3□, 
F3SP53-4□,F3SP66-4S,F3SP71-4□ 

最大 1 枚／シーケンス CPU モジュール 

F3SP38-6□,F3SP58-6□, 
F3SP59-7S,F3SP67-6S,F3SP76-7□ 

最大 2 枚／シーケンス CPU モジュール 


